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なかった。これは， γ 線発生確率が核子反応過程に比べて極めて少なしh つまり核子反応過程から来るパックグラウン
ドが非常に多く， γ 線発生反応過程の同定が極めて難しいからであった。







測定した断面積から matrix element を求めた。いままで解析手法として使われていた角度分布に代わって，ここで






以上を選て人核子核子相互作用での off-shell current 以外のム current を含む反応機構について調べ，それを説明する
解析手法を確立させた。
実験は， 287 MeV と 392 MeV の 2 つの入射エネルギーについて行った。 287 MeV での測定はスウェーデン王国ウプ








matrix element の on・ shell の影響を示す主要項が消えるので， off-shell の影響を調べるのに最適な条件かつ解析手法
となる。
287 MeV の結果は，発生 γ 線のエネルギー依存性について，理論計算と比較して，誤差の範囲で整合性が認められ
た。一方392 MeV の結果は，発生 γ 線のエネルギー依存性についてム current を導入した理論計算でも再現されない
大きな off-shell の寄与がみられた。
287 MeV と 392 MeV の 2 つの入射エネルギーでの実験に対して，実験機器を巧みに利用し，パックグラウンドを非
常に削減させ，陽子陽子衝突反応からの γ 線発生過程を同定することに成功し，この特別な運動学的条件でエネルギ
ー依存性により γ 線発生機構について調べる手法を見いだしたのはこの本論文の重要な成果といえる。これは，素粒
子・原子核の研究を大きく進歩させるもので，本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
-100 ー
